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3d主遷移元素 (Ar芯) 3dn4S2 (n=1,2,...,10)







yL-(0,4回 三憲 K H 1.'1′2'pE-(cos0)ei-¢ (1･2)
で与えられる.J電子に対してはJ-3,m-3,2,1,0,-1,-2,-3の7個の値をとる.動径方向の波動関数は
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と定義される･したがって磁化 M は (216)よりpz`の平均値 くpz､)に相当する.
次に帯磁率xは磁化Mの磁場Hに関する1階微分∂M/∂H(H一0)であり
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されている･もしも結晶場がないとすれば△→Oであり, xz- 普 (gJPB)2/3kBTとなり,J-書のとき
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図3.3強四極子秩序と反強四泰子秩序
一308-































































0 20 40 60 80
磁場 (T)






I lPrCu2 J leOc軸
T-4.5K __(2)

















0 10 20 30 40
磁場 (T)
PrCu2 lox




















































? ? ? ??
? ?





















気抵抗 pmag を,p(Ce｡Lal_｡Al2ト p(LaAl2)として示したのが図5･1である･この電気抵抗の特徴は,例
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ceA l)の加圧下での電気抵抗の温度依存性 (T･KagayamaandG･Oomi :J.
図5.9Phys･Soc･Jpn.65(1996)Suppl.Bp.42.)












































































CeCu.の∝ ulSilの (TIT)-1温度依存性 (Y.Kitaoka,etaL.:Theoretical
iudExperinentalAq)eCtSOfValenceFluctuationsandHeavyFemi ons,eds.
LC.GuptaandS.K.Malik(Plenum Press,NewYork,(1987)p.297.)
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う.このように,J≠0のときは必ずギャップにノー ドが生じることか ら其方 的超伝 導体 と呼ぶことが多い.
超伝導ギャップにノードが生じると,比熱C,NMRの縦媛和率 Tl-1な どの温度依存性 は,e-A/kBTの指
(a)常伝導 (b)BCS超伝導
模式的に描いた球状フェル ミ面の中心を通る
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芸蒜3'占岩旨蒜 蒜 蒜'#:U('C)lGPaI昌運 と gbi超伝導の隅パ リティ･(C)苛パリティでの状態密度
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岩Bo{ば 訟 1･l･さ筑 諾諾 .告書kU.leOD塁77(1996)1374.
相).10.2kOe(B相),および4.4kOe(B相)
でのナイトシフト
0.4Ⅰくでは0.4meVにその中心を持つ.超伝導に関係する磁気励起のギャップが形成されたことを意味する
だろう.BCS超伝導のフォノンに代わって,d波超伝導の対形成に直接結びついた磁気励起が発見された可
能性は大である.
最後に,本文は近刊の上田和夫氏との共著 ｢重い電子系の物理｣(裳華房)を基にしてまとめたことを付
記する.このまとめにあたり助力していただいた青木大君と福飯舞子さんに感謝致します (平成 10年4月
20日).
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